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マランツのスーパーオーデイオ CD プレーヤーをお買い上げいただき、ありがとうございます。 


ご使用の前に、この取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保存してください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されておりますが、ご不審な 
箇所などありましたら、お旱めにお買い上げ店、当社お客様ご相談センター、または最寄りの当社営 
業所/サービスセンターにお問い合わせください。 


付属品） 


製品を箱から化したらまず下記の付属品がそろつているか確認して < ださい。 


•リモコン （ RC 8260 SA ) (乾電池付属単3 X 2). 1 個 

•電源コード . 1本 

•オーディオケーブル（ホ■白） . 3組 

•リモート接続ケーブル（オレンジ） . 1本 

•取扱説明書（本書） . 1冊 

■保証書（箱に貼付） . 1枚 
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はじめに 


本機の特長 


r 本機で再生できるディスクについて」 

\_/ 


本機はスーパーオーディオ CD の持つサウンドパフォーマン 
スを高度に再生しまず。主に次のような特長があります。 

• DEM (ダイナミックエレメントマッチング）ちまスー 
ノ \°-DAC ( CS 4397) により DSD / CD 信号を高精度に高音 
質アナ□グ信号に変換ずる D / A コンバーター部 
• デイファレンシャル入力の HDAM による□-ノイズほ 
歪フィルタ回路と高ま電流帰還型ちり化しアンプ 


• ディスクタイトルやトラックタイトルなど、スーパーオー 
ディオ CD / CD の TEXT (テキスト）表示対応 
• CD - R / CD - RW ディスク再生対応 


スーパーオーデ イオ CD について 


スーノオーディオ CD 規格はダイレクト•ストリーム.デジ 
タル (Direct Stream Digital ) ( DSD ) 技術に基づいています。 
このダイレクト•ストリーム•デジタル•フォーマツトは、従 
来のオーディオ CD よりも64倍のサンプリング周波数を有す 
る1ビツトシステムか6構成されています。 

それじよって、 lOOkHzU 上におよぶ周波数節囲及び可聴周波数 
帯全域でダイナミ、ソクレンジ120池の素晴らしいサウンドが生 
まれまず。 

可能な限りをくの周波数分布をミ、ソクスすることにより、巧 
聴域のオーディオ情報がよりいっそう自然に聞こえるように 
なります。 

つまり、すべての巧聰周波数は音源か6発せ6れる周波数範 
囲巧に組み込まれます。 

これによって、リアリテイーのある音場が再現されます。 


CD - RW ディスク再生について 


1. スーパーオーデイオ CD 


SUPERAUDIO CD 


Stereo 


Multi-ch 


スーパーオーディオ CD には、じ(下の3つのタイプがありまず。 

. シングルレイヤー.ディスク 
-デュアルレイヤー•ディスク 
• ハイブリッドレイヤー.ディスク 



また、を々のタイプは、情報が記録される2つの領域、 

-高音質 ステレオエリア 
• 高音質 マルチチャンネルエリア 

を持つことができます。 

•シングルレイヤー•ディスク 

高音質ステレオと高音質マルチチャンネルの両方の情報 
エリアを持つことができます。 

• デュアルレイヤー.ディスク 

高音質ステレオと高音質マルチチャンネルの両方の情報エ 
リアを持つことができますが、第ニレイヤーの存在によつ 
て2倍の情報量をディスクに記憶することができます。 

• ハイブリッドレイヤー-ディスク 

高音質ステレオと高音質マルチチャンネルの両方の情報エ 
リアを持てるだけでなく、第ニレイヤーには CD レイヤー 
も持てるため、 CD プレーヤーでの再生が可能となります。 


本機では従来の音楽 CD や CD-R ( Recordable ) に力□え、 CD - 
RW ( ReWri ほ ble ) ディスクの再生も可能でず。 

• CD - R や CD - RW の再生ではをず TOC * が正しく記録され 
ていることがあ要でず 。 CD レコーダーでは TOC 情報を 
書き込むことをファイナライズ ( Finalize ) といい> この 
作業が正常に完了していないディスクは，普通の CD プ 
レーヤーでは音楽 CD として正しく認識されず再生するこ 
とができませんので十分ご注意ください。詳しくは CD レ 
コーダーの取お説明書をご覧<ださい。 


Hybrid SACD デイスク ^ 

SUPER イ U 助 OCD 



既巧の CD プレーヤーで再生可能な 
CD レィャー 

高密度レイヤーは々の内容で構成されます。 

高品質 DSD ステレオ 
■高品質 DSD マルチチャンネル 


* TOC ( トツク）とは Table Of Contents の略で、デイスク 
の総®数や総演奏時闇などの目次情報のことです。 

• 再生できるのは音楽用の CD - DA フォーマツトで記録され 
たディスクのみでず。パソコン巧 CD - ROM などデータ 
が記録されたディスクは再生しないでください。 

• CD - RW ディスクを再生する場合、プレーヤーの設定を一 
部変更するため、音楽 CD や CD - R に比べ TOC の読み込 
みに若干時間がかかることがありまず。 


記録されるトラック数は、レイヤーじよって違うことがあり 
ます。これは本体の表示窓に表示されます。 

2 .才ーディオ CD (CDDA) 

抽腥歴抽帽歴 

□I 巴 ITALAUDIQ Dl 已 ITALAUDIO 

r TEXT I 

オーディオ CD はミュージ、ソクトラックのみで構成されてい 
ます。 
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Q 記号は禁止の巧為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止）が描かれてい 
ます。 

♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから 
抜け）が描かれています。 

A 記号はま意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は指をはさまれないようにま鼠が描 
かれています。 


A 

警告 


♦万一、煙が化ている、蛮なじおいや音がずるなどの異常が態のまま使用ずると、义雖■感電の原 
因となりまず。ずぐに機器本体の電源スイッチを切り、おず電源プラグをコンセントか6抜いてく 
ださい。煙が化なくなるのを磕認して販売店に修理をご依頼ください。 


运 

電おプラグをコン 
セントからはけ 

显 


(§) 

水場での使巧禁止 


万一内部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセン 
卜から抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると义災-感電の原因となります。 

万一機器の内部に異物が人った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコン 
セントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用ずると义が-感電の原因となりまず。 


電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用 
ずると义楽-感電の原因となります。 


風宜場では使用しないでください。义が-感電の原因となりまず。 
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はじめに (安全上のごま意） 


〔ま全上の し'; ま眉责 


ご使用の前に、この「を全上のごを意」をよくお読みになり、正しくお使いください。 


絵表巧しついて 


この「巧全上のごを意」は、製品を安全に正し<お使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みくだ 
さい。 


A 警告 
/1\ま意 


この表示をお視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を負う可 
能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定 
される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


® 爱备 






















(はじめに (安全上のごま意) 



接巧禁止 


参雷が鳴り化したら、アンテナ線や電源プラグじは触れないで<ださい。感電の原因となります。 


A 


警告 



0 


♦表示された電源電圧（交流100ボルト） W 外の電圧で使用しないでください。义雖■感電の原因 
となります。 

♦ この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流 (DC) 電源には接続しないでくだ 
さい。义楽の原因となります。 

♦ この機器に水が入ったり、姑らさないようじごま意ください。义災■感電の原因となりまず。雨 
天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にごま意ください。 

♦電源コードを傷つけたり、力□エしたり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、力□熱した 
りしないでください。コードが破損して、义が-感電の原因となります。 

♦電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷にな6ないようにしてください。コー 
ドに傷がついて、义災■感電の原因となりまず。コードの上を敷物などで覆うこと(こより、ぞれ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことがありまず。 

♦ この機器のディスク挿入□などか6内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んピリ、落とし込 
んだりしないでください。义災-感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではごま意くだ 
さい。 

♦ この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器がルさな金属物を 
置かないでください。こぼれたり、中に入った場合义災■感電の原因となります。 

♦ この機器の上にろうそく等のがが発生しているものを置かないでください。义楽の原因となりま 
す。 


♦ 乾電弛は、充電しないでください。電池の破裂、液もれにより、乂災、けがの原因となりまず。 

♦万一の事故防止のため、この機器を電源コンセントの近くに置き、ずぐ(こ電源コンセントか6プ 
ラグを抜けるよう(こしてご使用ください。 


庭 

電原プラグをコン 
セントからはけ 


♦万一、この機器を落としたり、キャビネットを破損した場含は、機器本体の電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントか6抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると义災-感電の 
原因となります。 


A m この機器を設置する場合は、壁から 10cm 以上の間隔をおいてください。また、放熱をよくする 
ためじ、他の機器との間は少し離して置いてくた‘さい。ラックなどに入れるときは、觸器の天面 
から上、背面か 65 cmW 上のずきまをあけてください。内部に熱がこもり义楽の原因とな 
りまず。 


♦ この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内部には電圧の高い部分 
があり、感電の原因となりまず。内部の点お-整備-修理は販売店にご依頼<ださい。 

♦この機器を改造しないでください。义炎-感電の原因となりまず。 



A 


Q 


♦ 調理台作力□湿器のそは’など油煙や湯気が当たるような塌所に置かないでください。义災-感電の 
原因となることがありまず。 

♦ ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりして 
けがの原因となることがありまず。 

♦ 電源 コー ドを熱器具におづけないでください。 コー ドの被ふくが溶けて、义災-感電の原因とな 
ることがあります。 























(はじめに (安全上のごま意) 



A 


Q 


♦ 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が高くなる攝所に放置しない 
でください。キャビネット作部品に悪い影響を与え、义がの原因となることがありまず。 

♦ 湿気节ほこりの多い場巧に置かないでください。义災-感電の原因となることがありまず。 

♦ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。 

♦電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、义災■感電 
の原因となることがありまず。必ずプラグを持って抜いてください。 

♦ひび割れ、蛮お、または接着剤などで補修したディスクは、使用しないでください。ディスクは 
磯器内で高速回乾しまずので、飛び散って、けがの原因となることがありまず。 

♦ レーザー光源をのぞき込まないで<ださい。レーザー光が目に当たると視力障害を起こずことが 
あ y まず。 

♦ この機器の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しないでください。倒れたり、落 
下して、けがの原因となることがあります。 

♦ この機器に栗ったり、ぶら下がったりしないでください。特におす様にはごま意ください。倒れ 
たり、こわしたりして、けがの原因となることがありまず。 

♦ 指定以外の電弛は使巧しないでくだきい。また、新しい電池と古い電池を混ぜて使巧しないでく 
ださい。電池の破裂、液もれにより、义烫-けがや周囲を汚損ずる原因となることがあります。 

♦電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンなどと一緒に携帯、保管しない 
でください。電池のプラス端子©とマイナス©端子の間がショートし、電弛の破裂、液もれに 
より、义が、けがの原因となることがあります。 

♦電池は、力□熱したり、分解したり、义や水の中に入れないでください。電池の破裂、液もれじよ 
り、义楽、けがの原因となることがありまず。 

♦ この機器の上に 5 kgW 上の重いものや外枠か6はみ化るような大きなものを置かないでくださ 
し、パランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因となることがありまず。 


A 


♦ オーディオ機器等を接統ずる墙合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に 
従って接続してください。又接続は指をのコードを使用してください。指を W 外のコードを使用 
したリコードを延長したりずると発熱し、やけどの原因となることがありまず。 

♦電池を機器内に挿入ずる場合、極性表示プラス©とマイナス©の向きにま意し、表示通りに入 
れてください。間違えると電池の破梨、液もれじより、义雖-けがや周囲をミち損する原因となる 
ことがありまず。 

♦ 日年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などじご相談くだきい。機器の内部にほこりがたまっ 
たまま、長い間掃除をしないと义楽や故障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる 
梅雨期の前に巧うと、より効果的です。なお、掃除費用じついては販売店などにご相談ください。 


运 

電•原プラグをコン 
セントから巧け 


♦ 旅行などで長期間、この機器をご使用にならないときは安全のため必ず電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 

♦移動させる場合は、電源スイッチを切り、'必ず電源プラグをコンセントからあき、アンテナ線、 
磯器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから巧ってください。コードが傷つき、乂災 ■ 
感電の原因となることがありまず。 

♦ お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて巧ってください。 


A 


指を挟まれないようを意 


♦ お子様がディスク挿人□に、手を入れないようにごま意ください。けがの原因となることがありま 
す。 




♦長期間使巧しないとき、電池を取り化しておいてください。電池から液がもれて义災、けが、周 
囲を汚損ずる原因となることがあります。もし液がもれた場合は、電池ケース【こついた液をよく 
なき取ってから新しい電弛を入れてください。また、万一、もれた液が身体についたときは、水 
でよく洗い茄してください。 
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0 r ' 使用の前に 


[] ディスクの取扱い方 I 1設置場所） 


★ディスクの表面にキズをつけないよう大切に 
扱ってください。 

★ ディスクの表面はいつもきれいに 

ディスクの表面をふく時はあず専用のクリーナーを使用 
して図のようにふいて<ださい。 




♦放お状方向に ♦円周方向じは、 

ふぃてくださし、。 ふかないでくださし、。 


★ディスクのレーベル面に紙やシールを貼らない 
でください。 

ディスクにセ□ハンテープやレンタル CD のラベルなどの 
糊がはみ化したり、剥がした痘があるちのはお使いにな6 
ないでください。そのままプレーヤーにかけるとディスク 
が取り化せな<なったリ、故障ずる原因となることがあり 
ます。 



★ 特殊なおのデイスクは使用しないでください。 

八ート型、八ちお，を串り型など特殊お状のディスクは使用 
しないで< ださい。取り化せなくなったり、機器の故障の 
原因となることがあります。 



★ディスクを大切にするため次のような場所に置 
くことは避けてください。 

• 直射日光を受けたり、暖房器具などの発熱体におい場所 
• 湿気やホコリのをい場所 
• 窓ぎわで雨などかかるおそれのある場所 

★ ディスクはケースに入れて正しく保管しましよう。 


本機を長くご使用いただくために、次のような場所には設置 
しないでください。 

• 直射日光を受けたり、暖房器具などの発熱体におい場所 
• 風とおしが悪く、湿気やホコリのるい場所 
• 振動や傾料のある不安をな場所 
• 窓ぎわで、雨などがかかるおそれのある場所 
• その他，特に温度の高いところ 

• アンプ等の発熱のをいものの上において長時闇使用します 
と、プレーヤーのピックアップ部分に使用しているレー 
ザーダイ オー ドが熱の影響を受けやす< なりますので、ア 
ンプ等の発熱のをいものの上に置いて使用ずることは避け 
てください。 

★ ご使用いただく電源電圧-周波数 

• 電源電圧は、交流 100 V をご使用ください。 

• 電源周波数は、 50 Hz ± せ域，または日 OHz 地域どち6でも 
巧用できます。 


★電源コードの取扱い 

• 濡れた手で触れないで<ださい。 

• 電源コードは、かな6ずプラグを持って抜いてください。 
コードを強くひっぱたり > お曲げたりしますと，コードが 
いたみ，感電や义巧の原因になります。 

• お化かけ前には、かな6ずプラグを抜く習慣をつけま 
しょう。 

★電源コードの極性 

• 家庭用電源コンセントの幅の広い側はアース側とされ、适 
常は地面に接続されていまず。 

極性を合わせなくても動作に差し支えありませんが、図の 
ように電源コードの白いライン(又は白いラインのおいも 
のはプラグの巧に刻印の有るち）をアース側に接続ずるこ 
とで音質が向上します。しかし、ごを庭の環境じよっては 
逆に接続したちが音質的に良いこともありますので、ご植 
認の上> 最適な方向に接続して<ださい。 



★セット内部の修理 

•を'油しまずと故障の原因になりますのでさけて < ださい。 

• 専門知識を持つ技術者かのちは、ピックアップ部分及び 
セツト内部の修理は行わないでください。 
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0 r ' 使用の前に 


G 使用上のを意 I 


電池の入れ方 


• を、暖房のきいた部屋の窓が< わったりか滴がついたりし 
ます。この現まを結露といいます。スーパーオーディオ 
CD プレーヤーは、光学レンズを使用していますので次の 
ような場合に結露が起きることがありまず。 

-暖房開始直後の部屋 
-湿気がをい部屋 

-寒いところから、急に暖かい部屋に持ち込んだとき 

このようなときは、巧数の読み込みができず、プレーヤー 
が誤動作することがありますので30分位待ってから使用 
してください。 

• 本磯がチューナーやテレビじ巧害をちえることがありま 
ず。このようなときは、チューナーやテレビとの距離を離 
して設置してください。 

• アナ□グまレコードに比べ非常にノイズがかなく，演奏が 
はじまるまでノイズは夕台ど聴き取れません。アンプのボ 
リュームを上げすぎまずと他のオーディオ機器を巧損す 
ることがあリますので、ごを意<ださい。 

• 本機はスーパーオーディオ CD または従来の音楽 CD 専用 
のプレーヤーです。パソコン用の CD - ROM や、ゲーム 
CD 、 ビデオ CD , DVD (ビデオ/才ーディオ）、 DTS - 
CD 、 などは再生できません。 


万一の事故防止のため、本製品を電源コンセント 
の近くに置き、すぐに電源コンセントからプラグ 
を抜けるようにしてご使用下さい。 


リモコンの使用について 

V_/ 


乾電池の取り扱い方 

乾電池を誤って使用するとあ漏れや玻裂などの危険が 
ありますので> 次の点について特にごを意ください。 
• 乾電地のプラス+とマイナスーの向きを機器の表 
示通り正しく入れてください。 

•新しい乾電池と一度巧用した乾電池を混ぜて使用 
しないでください。 

• 乾電池は同じお状のもので电電圧の異なるものが 
ありますか5、種類の違う乾電池を混ぜて使用し 
ないでください。 

• 乾電池には充電まと充電までないものがありまず。 
乾電油の表示をよ<見てご使用<ださい。 


このリモコンの電池の寿命は、普通の使い方で約1年です。長 
い間リモコンを使わないときは、電池を取り化しておいてく 
ださい。また弱ってきた電池は、早めに交換してください。 

® 裏ぶたをはずす。 



②電化の©©を正しく入れる。 



③カチッと音がするまでしめる。 



★リモコンの使用できる範囲 

リモコン ( RC 8260 SA ) と本機 ( SA 8260) のホか綜受光窓と 
の有効距離は約 5 m W 内です。リモコンのを信窓を受光窓 
と違う方向に向けたり、を信窓と受光窓の聞に障害物があ 
ると、操作できないことがありますのでごを意ください。 


スーパーオーデイオ CD プレーヤー 
(SA の 60) 
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ご使用の前に 


■前面 


田 Ipower ! (電源スイッチ） 

STANDBY (スタンバイインジケータ ー) 

スイッチを押すと電源が人り、わう一度押すとスタンバ 
イに人り，スタンバイインジケーターが点なします。 

回ディスクトレイ 

团 REMOTE SENSOR (リモートセンサー) 

リモコンか6の信号を受ける窓でず。 

圧!表示窓 

動作状態を表示します。 


固 ISOUND MODEI (サウンドモードボタン） 

スーパーオーディオ CD のサウンドモードを違択します。 
マルチチヤンネル/ステレオ /CD (ディスクが対応して 
いる場合）（^1日ぺージ） 


固 ITIMEI (タイムボタン） 

TEXT 対応のディスクを使用中、テキスト表示か6時聞表示 
に変更する場合に使用します。 

また、時闇表示を切替えるときに押します。押すたびに 
"巧の経過時圍"^ "巧の残リ時圍” ^ "総残り時間"^ 
"巧の経過時圍"と切替わります。（一16ページ） 


[7] I TEXT ] (テキストボタン） 

TEXT 対応のディスクを使用中、メイン表示部を時聞表示 
か6テキスト表示に変更するときに押します。 

卜20ページ） 

TEXT 対応のディスクでない場合、メイン表示部に " No 
Text " と表示します。 


回 IW ィ/ィィし 「►►/►►n (トラックスキップ/ 
サーチ ボタン） 

本体のみトラックスキップボタンとサーチボタンが兼用 
になっていまず。 

I►►/ ►wl :ボタンを押した回数だけ次の巧に進みま 
す。また、ボタンを押しつづけるとサーチ 
(早をり）になります。 

|4ィ/ィィ| :ボタンを押すと演奏中の巧の頭に戻りま 
す。さ6に続けてボタンを押すと、押した 
回数だけ前の巧に戾りまず。また、ボタン 
を押しつづけるとサーチ（早戻し）じなり 
まず。 

プ□グラム演奏中は演奏中の巧の中でのみ早戻し、早 
をりすることができます。 


回 In pause I (ポーズボタン） 

演奏を一時停止するときに押します。电う一度押すと再 
開します。 

回 |国 STOPi (ストップボタン） 

演奏を停止ずるときじ押します。また> プ□グラムを消 
すときじち使います。 


M !► playI (プレイボタン) 

演奏を始めるときに押します。 


固 I A OPEN/CLOSE (才ープンクローズボタン） 

このボタンを押すと、ディスクトレイが開きますので、 
レーベル面を上にしてディスクを置いてください。 

もう一度押すと閉まります。 

画 DISPLAY OFF (ディスプレイオフインジケータ ー） 

表示窓が消なされているとき、点好します。 


[8] I display ] (ディスプレイボタン） 

表示窓の点な、消灯を切替えます。 

团 PHONES ジヤック（へッドホン） 

へ、ソドホンプラグを接続する端子です。 

画 LEVEL (ヘッドホンレベル） 

へ、ソドホンの音量を調整しまず。 

※ SACD マルチチヤンネルのときは、フ□ント L / R が化 
力されまず。 


匹 ICD ( CD インジケータ ー) 

オーディオ CD が挿入されているとき、および八イブリツ 
ド SACD が挿人され，サウンド モー ドが CD のとき、点 
なします。 

画 SACD STEREO、SACD MULTI ( SACD ステレ 
才、 SACD マルチチヤンネルインジケータ ー) 

スーパーオーディオ CD が挿人されているとき、サウンド 
モー ドを表示します。 


★ 説明書本文中でリモコンのみで操作できる機能があります。ボタン類の説明で本体とリモコンでどちら 
でも操作できる場合は □ の中にボタン名を表示し、リモコンのみで操作をする場合は〇の中にボタ 
ン名を表示しています。 
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ご使用の前に 


■リモコン 


[SiPOWERl (電源ボタン） 

固 ISOUND MODEl (サウンドモードボタン） 
固に iMi ] (タイムボタン） 
a ^ EXT ] (テキストボタン） 

回 IN pause "! (ポーズボタン） 

回 |国 STOPi (ストップボタン） 

刚 ► PLAY I (プレイボタン） 

固 I A OPEN/CLOSE I (才ープンクローズボタン） 
[HI DISPLAY OFF 

上記のボタンは本体前面のそれぞれのボタンと同じです。 
「前面」のを項を参照してください。 

圆®-④（数字ボタン） 

ダイレクトに巧番を指をしたいときに使用しまず。 

爾 （ PROGRAM ) (プログラムボタン） 

プ□グラム演奏をするときに押します。（一18ページ） 


國 I W ィ I ' [►► ll (トラックスキップボタン） 

:ボタンを押した回数だけ次の巧に進みます。 

田 S :ボタンを押ずと演奏中の巧の頭に戻ります。 

さ6に続けてボタンを押ずと、押した回数だ 
け前の巧に戻ります。 

※リモコンではサーチボタンは分かれています。國サー 
チボタンを使用してください。 

國 (ィィ ) 、 ( (サーチボタン） 

:演奏中、このボタンを押している聞だけ早戻 
しします。 

:演奏中、このボタンを押している圍だけ早を 
リします。 

圆 （ SCROLL / RECALL ) 

TEXT 対応のディスクで、テキスト表示している場合に、 
テキストをスク□ールさせるときに押しまず。 

また、プ□グラム演奏でプ□グラムした巧を殖認すると 
きに巧しまず。（^19ぺージ） 

网 （ CANCEL ) (キャンセルボタン） 

プ□グラムした巧を取り消すときに使います。（^19ぺ一 
ジ） 

國 ( S ) ( A-B リピートボタン） 

A - B リピート演奏の開始点と終了点を指をするときに使 
います。（一17ページ） 

闹 （ RANDOM ) (ランダムボタン） 

ランダム演奏をずるときに押します。 （^18 ページ） 


网 （ AMS ) (才ートマチックミユージックスキヤ 
ンボタン） 

AMS 演奏をするときに押します。（^19ぺージ） 

岡 （ REPEAT ) (リピートボタン） 

リピート演奏をするときじ押します。押ずたびに 
"全®リピート"^ " 1巧リピート"^ "解除"と切替わ 
りまず。（一17ぺージ） 


■後面 

④ MULTI CHANNEL AUDIO OUT (アナログ出力） 

FRONT L/R :フ□ントスピーカー用出力 

SURROUND L/R :サラウンドスピーカー用止!力 
CENTER :センタースピーカー用出力 

SUB WOOFER :サブウーファー用化力 

⑥ FILTER STANDARD/CUSTOM 

(フィルタースタンダード/カスタムスイッチ） 

接続ずるアンプやスピーカーによって切り替えまず。 
詳しくは21ぺージ「フィルタースイ、ソチについて」を参 
照してください。 

※スイ、ソチの切り营えはスタンバイ中に巧ってくださし、。 
演奏中にスイッチを切り替えるとノイズが発生する恐 
れがあリます。 

◎ DIGITAL OUT OPT に AL (光デジタル出力端子） 

演奏中の CD 信号をデジタル化力しまず。化デジタル入力 
端子のある録音機器やアンプ， D / A コンバーター等と市 
販のちお光ケーブルで接続しまず。 

※スーパーオーディオ CD のときは化力されません。 

⑥ D に ITAL OUT COAXIAL 洞軸デジタル出力端子) 

演奏中の CD 信号をデジタル化力しまず。同軸デジタル入 
力端子のある録音機器やアンプ、 D / A コンバーター等と 
市販の同軸ケーブルで接続しまず。 

※スーパーオーディオ CD のときは化力されません。 

⑥ REMOTE CONTROL IN/OUT 

(リモートコントロール入出力端子） 

本機を当社の D - BUS 対応オーディオ機器と付属のリモー 
卜接続コー ドで接続することにより、外部機器か6のリ 
モートコント□—ルができます。 

⑥ EXT ./ INT . 

(エクスターナル/インターナルスイッチ） 

本機を単独で使用する場合は INT . 側に、当社の D - BUS 対 
応のリモートセンサーを搭載しているオーディオ機器と 
リモート接続コードで外部機器と接続して使用する場合 
は、 EXT . 側にセットしてください。 

《 本機を単おで使用する場合に EXTERNAL 側にセットし 

てあるとリモコンが巧巧できなくなります。 

⑥電源コード接続端子 

付属の電源コードを使用して、家庭用 AC 100 V コンセン 
卜に接続してください。 
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(接続方法 (オーディオ機器への接続ーアナログ/デジタル） 

お使いのアンプ/ AV アンプなどのステレオシステムに応じて、プレーヤーの接続方まが異なります。 

正しく接続を行うために、接続する機器の取扱説明書を参照してください。 

ミ主意：接続する際、本機の才ーデイオ出力からお使いの才ーデイオシステムの PHONO 入力へ接続しないでください。 


〔2チャンネル（アナログ/デジタル）ステレオアンプ/ AV アンプへの接続 I 



1. 才ーディオケーブルのを本体のフロントスピーカー用出力とお使いのアンプ、レシーパーまたはステレオシステムの才ーディ 
才の対応する入力端子に接続してください。 

2. この接続でスーパーオーディオ CD をお聞きになる場合は 、 SOUN D MODE 設をを STEREO にしてください。 

3. オプティカルケーブル④、または同串由ケーブル⑤を AV アンプ、 D / A コンパータ ー 、 CD - R 等のデジタル入力端子に接続し 
てください。 

《 DIGITAL AUDIO OUT 端子 （ OPT .、 COAX .) からは、 CD のときのみ出力されます。スーパーオーデイオ CD のときは出力さ 
れません。 




例） 

PM 6100 SA 


AV アンプ、 D/A コンパ 
—夕一、 CD レコーダー 
等のデジタル入力端子 
に}ま続してく たさい。 
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接続方法 (才ーデイオ機器への接続ーアナログ） 

〔アナログマルチチャンネルアン づ/ AV アンプへの接続 



本機は、マルチチャンネルで記録された SACD の再生が巧能です。マルチチャンネル再生にする場合は，本体/リモコンの 
ISOUND MODE ] (サウンド.モード）ボタンで " MULTI " を違択してください。 

1才ーディオケーブルのを本機のフロント出力とお使いのアンプ/ AV アンプの対応する入力端子に接続してください。 

2才ーディオケーブル®を本機のサラウンド出力とお使いのアンプ/ AV アンプの対応する入力端子に接続してください。 

3才ーディオケーブル⑤を本機のセンター出力、サブウーファー出力をお使いのアンプ/ AV アンプの対応する入力端子に接 
続してください。 


例） 

PM 8100 SA + SM 6100 SA X 2 




正しい スピーカー 
設置は P 1 4を参照 
してくださし、。 


本機を弊社プリメインアンプ PM 8100 SA と併せてご使用いただく場合のご ミ 主意 


SA 8260を PM 8100 SA のマルチチヤンネル ( DVD ) 入力に接続した場合、 PM 8100 SA に付属されているリモートコント □- 
ル ( RC 8100 PM ) では SA 8260を操作できません。 SA 8260の付属リモートコント日ール ( RC 8260 SA ) を使用し、プレイ 
ヤーを操作してください。 

なお SA 8260を PM 8100 SA の CD 入力にステレオ接続した場合は、 RC 8100 PM を使庙し SA 8260 を操作できます。 

\_ _ _ J 
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(接続方法 (スピーカー設置） 

SACD マルチチヤンネルオーデイオのスピーカー設置 


SACD マルチチャンネルを最良な音場でお楽しみいただくには ， ITU (国際電気适信連盟）が推奨するスピーカーの配置をお勧 
めします。 SACD マルチチャンネルディスクは、この配置の時に最良となるようにレコーディングやミキシングがされています。 

スピーカーの数はフ□ント側3本、リア側2本の同タイプのスピーカー5本が基本でず。マルチチャンネルディスク[こ記録され 
ているチャンネルの数の基本は5チャンネル （3-6 チャンネルも可能）です。6チャンネル目をサブウーファー用に記録して 
あるものもあります。チヤンネルの数はお聞きになるディスクに表示してあります。スピーカーの大きさが異なる場合はアンプ 
側にてスピーカーの音量を調整してください。通常の 5.1 チャンネルサラウンドの配置でもお聞きいただけますが、その場合、最 
良の SACD マルチチヤンネルの臨場感とは異なって聞こえる場合があります。 



図のよラに、フ□ント（左ち）、センター、サラウンド（左ち）のをスピーカーはリスニングポジションを中も、とする円周上に配 
置しまず。國の中でサブウーファーは配置方法を図示ずるための仮位置です。お部屋に合わせてサブウーファーの位置をお還び 
ください。その接続方法は使巧するサブウーファーの取扱説明書を参照してください。 
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0 票作方法 


★ 説明書本文中でリモコンのみで操作できる機能があります。ボタン類の説明で本体とリモコンでどちら 
でも操作できる場合は □ の中にボタン名を表示し、リモコンのみで操作をする場合は〇の中にボタ 
ン名を表示しています。 


電源コードの接続および電源を入れる〕〔通常の演奏のしかた 


1付属の電源コードをプレーヤーの背面の電源コード接続端 
子に差し込んでください。 



2接続した才ーデイオ機器（アンプ等）の電源スイッチを入 
れてくださし、。その際才ーデイオ機器のセレクトボタンは 
本機と接続した入力を選択してください。 

3電源コードをコンセントじ差し込んでください。 

• スタンバイ状態じなり 、 STANDBY インジケータが点灯し 
ます。 


■ プレーヤーの再生 


這)©© 
〇 ® ® 
© _ i ). 

~ * c 

〇 〇 0 

〇 POWER スイッチを押し電源を入れます。 

ま示窓 


0 1 A OPEN/CLOSE I ボタンを押します。 

ディスクトレイがでてきますので、そこにレーベル面を上 
にして> ディスクをのせまず。 


包 lAOPEN / CLOSEl ボタンを押します。 


〇 I ► play ] ボタンを巧します。 

ディスクの種類を自動的に判別し、演奏を始めます。 

ディスプレイには巧番' 巧の演奏経過時聞(分、秒)が表示さ 
れます。 

《 SACD / CD の八イブリツドディスクの場合、優先的に 
SACD レイヤーが演奏されます。 CD レイヤーを演奏し 

たいときは I SOUND MODE ] ボタンで CD レイヤーに 
切替えてください。 

(例:6曲目、経過時間2分8秒の場合） 


'通奏中の曲を 分 み' 


f \ i 

/ - N t -\ ! — 

TRK 

r. ] 

—、 

TIME 

:: 

6 7 8 9101112 1314 1S16 171619 

I 卜 ■: 

。二， 


モ演きせ 

最後の巧の演奏が終わると、自動的に止まります。 
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操作方法 


もう一度最初の曲から演奏するには 

I ► PLAYI ボタンを押します。 

演奏を停止するには 

’■STOPl ボタンを押します。 

ディスクを取り出すには 

|A OPEN/CLC 运司 ボタンを押してディスクトレイを開き、 
ディスクを取り化し、わう一度押して閉じます。 

本機を巧わないとき、ディスクトレイはあず閉めておいてく 
ださい。 

演奏を一時停止するには 

III pause! ボタンを押しまず。 

PAUSE インジケーターが点灯し、演奏はボタンを押した所 
で一時停止されまず。演奏を再開ずるには、わう一度 
III pause! ボタンを押ずか I ► PLAYl ボタンを押します。 

時間表示を切替えるには 

[MI] ボタンを押します。 

[ TIME ] ボタンを押ずごとに時聞表示は,"巧の経過時闇"^ 
"巧の残リ時聞"^ "総残り時聞"一"巧の経過時闇"の順に 
をわります。 

• 曲の巧り時間 

(演奏している巧から、その曲の最後までの演奏残量時間） 

"一"を表示 


• 総巧り時間 

(演奏している巧から、最後の巧までの総演奏残量時間) 


を表示 "TTL (TOTAL)" を表示 



※ TEXT 対応のディスクを使用中、田 M 旦ボタンを押すと時 
圍表示が優先され、その後 TEXT 表示は化なくなります。 
TEXT を見る場合は TEXT ボタンを押してください。 


■サウンドモード （ SACD ) の切替え 


サウンドモードインジケー ター 



〇停止中に ISOUNDMODEl ボタンを巧します。 

現在のレイヤーまたはエリアが表示窓に表示されます。 
( CD . SACD Stereo、SACD Multi ) 

選択中、サウンドモードインジケーターは点滅します。 



更に [SOUND MODE I ボタンを押すと再生可能なレイヤー 
またはエリアが表示され、が)2秒後にま斤しいレイヤーまた 
はエリアへ切替わります。 

《レイヤーまたはエリアを切替えるとき斤たに TOC の読み 
取りをおこないまず。 

※ CD ディスクおよびステレオのみの SACD ディスクの 
ときは切り替えができません。 

※八イブリッド SACD ディスクに ACD のステレオとマ 
ルチチャンネルのエリアがある場合）では次のように 
切り替わります。 

SACD マルチチヤンネルエリア^ SACD ステレオエリ 
アー CD レィヤー 

《トレイオープン中にサウンドモードを違択することが 
できます。聞きたいレイヤーまたはエリアを違択し、 
[►PLAYl ボタンを押すとトレイが引き込まれ再生を 
開始しまず。 

• SACD マルチチャンネルディスクのチャンネル数の 
表示 

巧牛中に を OUNDMODEI ボ々ンホ1を巧すと品な巧牛中 
のトラックチャンネル数を表示します。 


チヤン ネル数を表示 



表示例 

6 ch :サブウーファーチャンネルを再生します。 
己 ch : サブウーファーチャンネルを再生しませ 
ん。 

ディスクによっては 4 chu 3 ch で録音され 
ているときも已 ch と表示します。 

4ホまたは3ホ；ディスクがチャンネル表示に対応している 
場合には、4ホまたは 3 ch と表示します。 
《 4 ch 、3 ch 等のチャンネルディスクでの信号化力端子はソ 
フト（ディスク）のジャケットや添付の説明書をご覧<ピ 
さし、。 
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0 票作方法 ） 

L サーチ/スキップ ) f リピート演奏1 


■ダイレクトサーチ(曲番を指定して演奏する） 

数字ボタン （0 〜 9) で曲番を指定します。 

3曲目:な）を押す。 

12曲目:のを押し，続けて③を押します。縱 
1.5 秒じ(巧に押してください。） 

始めに押した数字が10の巧になく、1の巧のみの場合は 
約 0.5 秒後にサーチが始まりまず。 

数字ボタンを押し間違えたときは 

もう一度> 正しい数字を押します。 

• ディスクにない巧番を指定するとメイン表示部に "No 
Track " と表示します。 

正しい®番を指走してください。 



■サーチ 

覆麦中に本体の IW イ / イイ I ,を 居ボタン、リモコンの 
iCE ボタンを押し続けると、サーチを開始しま 
ず。 

聞きたい部分がおづいてきた6ボタンを離してください。 

《サーチ中に音声はでません。 


■全巧リピート（全巧を繰り返し聞く） 

CMpe の ボタンを押すと " RPT " インジケーター■が点な 
し、を a を繰り返し演奏します。 

通常の演奏に戻るには 

( REPEAT ) ボタンを 2 回押します。 " RPT " インジケーター 
が消えてリピートモードは解除され、通常の演奏に戻ります。 

※プ□グラム後に ( REPEAT ) ボタンを押ずと、選択した® 
だけを繰り返し演奏しまず。 

■1 巧リピート （1 巧だけを繰り返し聞く） 

繰り返し聞きたい巧の演奏中に> ( REPEAT ) ボタンを2回押 
しまず。 

" RPT ""1" インジケーターが点なし、その巧を繰り返し演 
奏します。 

1曲りピートをやめるには 

( REPEAT ) ボタンを押しまず。 

■ A - B リピート（指定した部分を繰り返し聞く） 

〇演奏中、繰り返したい部分の開始点でボタンを押 
します。" A インジケーターが点なしまず。 

0繰り返したい部分の終わりで、ボタンを押します。 
" B " インジケーターが点巧し、指定した部分 ( A - B ) を繰り 
おし演奏します。 

A - B リピートを解除するには 

ボタンを押します。 " A - B " インジケーターが消えて 
A-B リピートは解除され、通常演奏に戻りまず。 


■ トラックスキップ（本体 [N イ / ィィ」、 ※ランダム演奏中、プ□グラム演奏中は A-B リピートはでき 

し リモコン n ^ 、 r ^ ) 。で心^ 

演奏中の曲より後の曲を聞くには 


進めたい巧数分だけボタンを押しまず。 


演奏中の曲より前の曲を聞くには 

演奏中に因或ボタンを1度押すとその巧の頭に移ります。 
続けて戻したい®数分だけ因或ボタンを押します。 

•ディスクの最初の巧で因或ボタンを押すと最後の®じ移 
り 、最後の巧でを网ボタンを押ずと最初の巧に移ります。 
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操作方法 


ランダム演奏 


演奏中、または停止中どち6でも （ RANDOM ) ボタンを押す 
と、本機が自動的に®順を並び変えて、全巧を演奏しまず。 

• ランダム演奏中の巧間は約4秒です。 



ディスクを置いた状態で、ディスクトレイが開いていても、 

( RANDOM ) ボタンを押すとディスクトレイが閉まり,ラン 
ダム演奏が始まりまず。 

ランダム演奏を止めて、通常演奏に戻るには 


もう一度 （ RANDOM ) ボタンを押します。 

ランダム演奏中に居因ボタンを押すと 

押ずたびに本機が並べ変えた巧に移り、演奏を始めます。 


ランダム演奏中にまたはボタンを押すと 

演奏中の巧内をサーチしまず。サーチ動作は前後の巧には移 
りません。 

ランダム演奏を繰り返し聞くには 


( REPEAT ) ボタンを1回押します。毎回達う巧順で演奏を繰 
りおします。 

• プ□グラム後に ( RANDOM ) ボタンを押すと違択された 
曲の中でランダム演奏します。 


プログラム演奏 


■プログラム(好きな巧を好きな順巧で聴く） 

(例:15巧入りのディスクで、15曲目、7巧目の順にプログラムする場合） 



〇停止状態で fPRO ^ ボタンを押すと、 " PROG ” インジ 
ケーターが点滅しプ□グラムモードに人りまず。 



点滅 



0リモコンの数字ボタンまたは，因或ボタンでプ□グ 
ラムずる巧を還びます。 

(例:15巧目を最初に選び、15巧目の演奏時間が4分如秒の場合） 


点滅 



プログラムした 曲の トラックナンバーインジケーターが 点灯 

©続いてホ望の巧を©の手順を繰り返してプ□グラムしま 
ず。最大で30巧までプ□グラムできます。 

(例:7巧目を選び、15曲目と7巧目の総演奏時間が7分加秒の場合） 


点滅 



プログラムした曲の総演奏時間 

〇全てのプ□グラムが終わった6、 ( PROG ) ボタンまたは 
lasTOPi ボタンを押します。 

" PROG " インジケーターが点滅か 6 点なに変わり，プ〇 
グラムをおをしまず。 

点な 



総プログラム致 プログラムした曲の総';男麦時間 


@ [► PLAYl ボタンを押すと、プ□グラムした順番に演奏し 
ます。 


X 〇の手順を省略して、いきなりボタンを押して 
わプ□グラムした巧の演奏を開始します。 


18 




































































0 票作方法 


广 Q&A 


プログラム内容を確かめるには 

プ□グラム中またはプ□グラム演奏中 （" PROG " 点好ある 
いは点滅中） tr ( SCROLL/RECALL) ボ々ンホ巧 | ィま寸。 

プ□グラムした巧が順番に次々に表示されます。 

プログラムした曲を取り消すには 

〇停止中、プ□グラムがあるとき （" PROG " が点灯中あ 
るいは点滅中）じ (SCROLL/RECALL) ボタンを押しま 
ず。プ□グラムした巧がプ□グラムした順番で次々じ表 
示されます。 

0プ□グラムを取り消したい曲が表示された5、すぐに 
(CANCEL) ボタンを押しまず。 

取り消した®番のトラックナンバーインジケーターが消 
无まず。 


• プログラムできる曲数は？ 

プ□グラムでは30巧まで演奏する巧を還ぶことが 
できます。 

• 繰り返しプログラム演奏を聞くには？ 

(REPEAT ) ボタンを1回押してください。 " RPT " 
が点なし、プ□グラム演奏が繰り返し聞けます。 

• プログラムした曲を順不同で聞くには？ 

プ□グラム演奏中，または停止状態で( : RANDOM ) 
ボタンを押します。 


プログラム全体を消すには 

プ□グラム演奏中は、 |国 STOP ] ボクンを 2 回押します。停止 
431 stop ] ボタン、または ( CANCEL ) ボタンを押しま 
ず。 

I A OPEN/CLOSE I ボタンを押してディスクトレイを開けて 
も、プ□グラムは消えます。 

プログラムの追加をする場合 

プ□グラムが残っている場合の停止状態 （" PROG " が点なし 
ている状態）で CpRO ^ ボタンを押します。 " PROG " が点 
滅に変わり、プ□グラムを最後の巧の後に追力□することがで 
きます。 

※プログラムで曲を選ぶとき、次のことがらにミ主意してくだ 
さし、。 

• 総®数が loati 上のディスクで、数字ボタンで1〜 9® 
目を違ぶ場合(例えば1巧目の後、3巧目をプ□グラム 
する場合な6任）を押した後、およそ 1.5 秒じ(上たっ 
てから@を押してください。 

• また10曲目 W 降を違ぶ場合、例えば 13® 目な6任） 
を押した後、およそ 1.5 秒じ(巧にな）を押してくださ 
い。 


fAMS 演奏1 

停止中、または演奏中にな因!）ボタンを押すと PLAY イン 
ジケーター"►-が点滅し、1 a 目か6ディスク全曲のを冒 
頭10秒間を次々(こ演奏します。 

演奏したい巧を探したいときに便利な機能でず。 


点滅 



演奏したい巧が見つかったらもう一度 (AMS) ボタンを押し 
ます。 PLAY インジケーターが点灯に変わり、その au 降を 
通常演奏します。 

《プ□グラム後に ( S ) ボタンを押すと、違がされた巧だ 
けを AMS 演奏しまず。 


• 総®数が9 at (巧のディスクで、数字ボタンで巧を違 
ぶ場合、例えば4曲目の後5巧目をプ□グラムずる場 
合な6 ( D を押した後、およそ 0.5 秒と J 上たってか6 
® を押してください。 

• を图 > 因或ボタンでプ□グラムをずる場合> 希望の 
巧番が表示されるまでは、 0.5 秒じ(上の聞隔をおかず 
にボタンを押してください。 
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0 栗作方法 ） 

CD - TEXT 情報の表示について I I TEXT について 


TEXT 対応ディスクの TEXT 情報は 厅^ ボタンを押ずこ 
とにより、以下の項目を順に表示させることができます。た 
だし、記録されている情報はディスクにより異なりまずので、 
全ての情報が表示されるとは限りません。 

本機では記録されていない項目は自動的に省略し、飛ばして 
表示します。 


• 演奏中 

[ TE ^ ボタンを押すたびに下記の順 I こ表示されまず。 
演奏中は主に演奏中の曲の情報を表示します。 


演奏中の XX 曲目のタイトル 

i (TEXT 表示から自動的に時間表示へ切り替わります。） 

Album Title (アルバムタイトル） 


XX Title ( XX 曲目のタイトル） 

i 

XX Artist ( XX 曲目のアーティスト） 

i 

XX Songwriter ( XX 曲目の作詞者） 

i 

XX Composer ( xx 曲目の作曲者） 

i 

XX Arranger ( xx 曲目の編曲者） 

i 

一時間表示 


• 停止が態 

ご臣巧ボタンを押ずたびに下記の順に表示されまず。 


- ► 時間を不 


Album Title 

1 

(アルバムタイトル） 

i 

Album Artist 

1 

(アルバムアーティスト） 

i 

- Title 

(--曲目のタイトル） 


TEXT とは従来の音楽 CD に演奏者を、アルバムを、曲をな 
どので字情報を記録した新しいタイプの音楽ディスクです。 
下國のような□ゴが付いた CD やほとんどの SACD が対応し 
ていまず。 


4ム巧化 


血帽面 

DIGITAL AUDIO 

厂 TEXT 1 


これ6の文字情報は、従来の音楽 CD では使用されていな 
かった部分に記録されています。従って TEXT の記録された 
ディスクは、既をの CD プレーヤーでは今までどうりじ再生 
でき、本機のような TEXT 対応のプレーヤーではそれ6の文 
字情報を見ることができます。 

本機ではディスクが TEXT 対応であるかどうかを自動的に判 
別して表示窓に表示します。 


本体表示窓 



読み込んだデイスクが TEXT 対巧の場合に点な 


本体または付属のリモコンにより表示窓にアルバムを、巧を、 
演奏者名、作詞を名> 作巧者を、編巧ををを表示させること 
が可能でず。ただし、これ6の情報はディスクによりすベて 
が記録されていない場合があります。 

• これ6の情報を本機では一度に12文字を表示することが 
可能で、それ上の文字情報がディスクに入っている場合 
は、表示窓に向かってちか6左にスク□-ル*表示します。 
*夕字ををりなが5表示させることをスク□ールといい 
まず。 

• 本機ではアルファベット> 記号、数字のみに対応してお 
り' 漢字、ひ6がな、カタカナは表示されません。（文字 
情報が漢字> ひ6がな、カタカナのみのときは何ち表示さ 
れません。） 


— Title 表示中に I ► PLAYI ボタンを押ずと、そのトラックの再 
生を開始します。 

表示で字数は最大64文字です。 
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0 票作方法 


タイマープレイ 

\_/ 


フイルタースイッチについて 


本機では市販の外部才一了*ィオタイマーと連動したタイマー 
プレイができます。 

図のようじ本機の電源コードをオーディオタイマーの電源ソ 
ケットに差し込んで<ださい。 

※才ーディオタイマーへの接統、および操作じついては才一 
デイ オタイマーの取扱説明書を参照してください。 


SA 8260 
@/ 



オーディオタイマー 

咖 I 

0 t 


タイマープレイの設定 


< 

• 


——; 丫 



I II 1舰■細。。||- II 1 

穗’ 

:…； 擊 

@ @ ◎ 

心心心 

◎ © © 

忘詹 


T J 1 


FILTER 


STAN- CUS- 
DARD TOM 


田® 


スーパーオーディオ CD は可聴帯域を超える約 100 kHz という 
広い巧生帯域をもつため、その信号には従来 CD にない超高域 
成分が含まれています。従来のアンプではこれ6の超高域成 
分を含んだ信号の再生を想をしていないことが多く、スー 
パーオーディオ CD の信号をそのまま化力すると，ノイズを発 
生したり，アンプの保護回路が働いたり、スピーカーを巧損 
したりする可能性がありまず。 

これ6のことを防ぐために本機には超高域信号成分を減衰す 
るフィルターが搭載されて (STANDARD) おり、事故防止の 
ため工場出!荷時には STANDARD 側に設定されています。 

スーパーオーディオ CD に対応したま斤世代のアンプと接続さ 
れる場合は、スイ、ソチ横にあるネジを緩めてプ□テクターを 
解除し、スイッチを CUSTOM 側に設定して使用しますと、よ 
り周波数レンジの広い演奏をお楽しみ頂けまず。 

《通常のアンプで使庙する場合はスイ、ソチを STANDARD 側 
で使用してください。アンプやスピーカーの故障の原因と 
なることがありまず。 

※スーパーオーディオ CD に対応したアンプと接続されてい 
る場合でわ、テープデッキなどにスーパーオーディオ CD 
の音声を録音されるときはスイッチを STANDARD 側に切 
り替えてください。 

※スイ、ソチの切り替えはスタンバイ中に行ってください。 
演奏中にスイ，ソチを切り替えるとノイズが発生する恐れが 
あります。 


〇停止中 、 n STOP ] ボクンを2砂商巧します。 

タイマープレイがオンになり表示窓に "Timer On " と表 
TT ： しまず。 



嫁 タイマープレイをオフにする場合も I ■ stop ] ボタン 
を2秒闇押しまず。 （" TimerOff " と表示しまず。） 


0再生するディスクを挿入しておき、 POWER SW を押しス 
タンバイにしまず。 

※プ□グラム演奏でプ□グラムしておくと、プ□グラム 
再生でタイマープレイにずることができまず。 
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故障とお考えになる前に 


古徘章かな？と思った6ちょっとチェックしてみてください。意外な操作ミスが故障と思われていることがあります。下記の項目 
をチェックして直らない場合は、お買い上げになった目反売店、おおくの日本マランツけホ）各営業所、又は当社サービスセンター 
に ご相談く ださい。 


★ディスクが回らない 

1. 電源コードは正しく接続されていますか。 

2. POWER スイ、ソチは ON になっていますか。 

3. ディスクが正しい位置に入っていますか。 

4. ディスクが裏表さかさまじ人っていませんか。 

(ディスクのレーベル面が上になっていますか。） 

5. ディスクにミちれがありませんか。 

6. ディスクに傷がついていませんか。 

スディスクが反ってませんか。 

★ディスクは回るが音が出ない 

1. アンプ-スピーカーの接続は正しいですか。 

2. アンプの電源スイ、ソチは ON になっていますか。 

3. アンプのファンクシヨン又はセレクタースイ、ソチが" CD " 
または" AUX " 等 ( SA 8260をあなたが接続したところ）に切 
り替え6れていますか。 

4. アンプのボリュームが最小になっていませんか。 

★ディスクが途中で回らなくなり止まる、または 
音が途切れたり雑音が出る 

1. ディスクがミちれていませんか。 

2. ディスクに傷がついていませんか。 

3. ディスクが反ってませんか。 

《 CD - R / CD-RW ディスクのとき、書き込まれた状態が悪 
かったり、ディスク自体の品質が悪い場合このようなを状 
が化る可能性があります。 

★ リモコン操作ができない 

1. リモコン ( RC 8260 SA ) のを信窓が、プレーヤー设 A 8260) 
の受光窓に正しく向けられていますか。 

また、この聞に何か障害物はありませんか。 

2. リモコンの電地が消耗していませんか。 

3. プレーヤーの受光窓に他の強い光が当たっていませんか。 

★ スーパーオーディオ CD が再生できない 

1. ディスクに傷かミちれ、反りがありませんか。 

2. アンプのインプットセレクターがデジタルになっていませ 
んか。（スーパーオーデイオ CD のときは， DIGITAL AU - 
DI 0 OUT は化力されません。） 


★ 再生されないチヤンネルがある（スーパーオー 
ディ オ CD マルチチヤンネル） 

1. ディスクのチヤンネル数を殖認してください。 （^16 
ページ） 

★ CD - FVCD - RW ディスクが再生できない 

1. ディスクが裏表さかさまに入っていませんか。 

2. 正しくファイナライズされ （ T 0 C が書き込まれ）ていま 
ずか。 

3. 記録されている情報が音楽巧 （ CD - DA ) フォーマットで 
すか。 


本機を弊社プリメインアンプ PM 8100 SA と併せてご使用いただく場合のごま意 


SA 8260を PM 8100 SA のマルチチャンネル ( DVD ) 入力に接続した場合、 PM 8100 SA に付属されているリモートコント□— 

ル ( RC 8100 PM ) では SA 8260を操作できません。 SA 8260の付属リモートコント日ール ( RC 8260 SA ) を使用し、プレイ 
ヤーを操作してください。 

なお SA 8260を PM 8100 SA の CD 入力にステレオ接続した場合は、 RC 8100 PM を使用し SA 8260 を操作できます。 

\ _ / 
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仕様 



スーパー オーディオ CD 

CD 

オーディオ特性 



アナ□グ化力 



チャンネル 

目チヤンネル( 最大） 

2 チヤンネル 

再生周波数節囲 

2Hz— 100 kHz 

2Hz — 20kHz 

周波数特性 

2Hz — 50kHz (-3 服） 

2Hz — 20kHz 

ダイナミックレンジ 

113dB 

100dBU± 

高調汲歪率 （ 1kHz) 

0.001596 

0.002096 

つウフラ、ソター 

水晶精度 

水晶精度 

化カレべル 

2.2V 

2.2V 

デジタル化力 



ピンジャック 


日.己 Vp-p (75 Q) 

ち型光コネクター(光化力） 


-19dBm 

へ、ソドフォン出力 

日 OmW / 320 (Vol. MAX) 

5 日 mW/320 (Vol. MAX) 

光学読み取り方式 



レーザー 

A に aAs 

A に aAs 

波長 

6 己 Onm 

780nm 

信号方式 

1 ビット DSD 

1 目ビット-リニア PCM 

サンプリング周液数 

2.8224 MHz 

44.1kHz 


電源部 

胃源 . 

消費電力(電気用品安全法) 
待機時消費電力 . 


AC 100V 己 0/60HZ 

.28W 

. く 日. 8W 


キャビネット•その他 

最大外形寸法(幅 X 高さ X 奧行き) 

韻 . 

許容動作湿度 . 

許容動作湿度 . 


. 440 X 124 X 307mm 

.7.7kg 

. 十 5 で〜十 35 で 

5 〜 9096 (結露のなし''こと） 


付属品 

• リモコン （RC 8260 SA). 

外お寸法(幅 X 高さ X 奧巧き) 

質量(電池なし） . 

• 単兰乾電池 (SUM-3). 

• 電源コード . 

• オーディオケープル . 

• リモート接続ケーブル . 

• 取撒説明書(本書） . 

• 保証書 . 


. 1 

48.5X21.5x 152.5 mm 

.60g 

. 2個 

. 1本 

. 3 絹 

. 1本 

. 1冊 

. 1枚 


本機の規格および外観は改度のためモ告なく変更ずることがありまずのでご了承<ださい。 




























〔その他 

お宁人れ 



保証-ア フターサー ビスについて 


• セットがミちれたときは柔6かい巧でか6ぶきしてくださ 
し、ミちれがひどいときは食器用洗剤を5~6倍にうすめ、 
やわ6かい布に浸し、固く絞って汚れをふきとったあと、 
乾いた巧でからぶきしてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など揮発性のも 
のが付着ずると塗装がはげたり、光がが失われることがあ 
りまずから絶対にご使用じな6ないでください。また、化 
学ぞうきんでこずったり、長時圍接触させたままじしてお 
きますと変質したり、塗料がはげたりずることがあります 
のでごを意 < ださい。 


r ステレオ音のエチケット J 



楽しい音楽わ時と場所によっては気になるものです。隣お所 
への 配慮(思いやり）を十分にいたしましょう。 

ステレオの音量はあなたのふ、がけ次第で大きくも小さくもな 
ります。特に静かな夜園には小さな音でわ通りやずいもので 
す。夜圍の音楽観賞には特に気を函りましょう。窓を閉めた 
り、へ、ソドホンをご使用になるのも一つのちまです。お互い 
にむを配り、快い生ま環境を守りましょう。 



〔著作権について I 


• 放送や、レコード、その他の録音物（ミュージックテープ、 
カセット、 CD など）、音楽作品は音楽の歌詞、楽曲などと 
同じ < 著作権法じよリ保畫されています。 

• したがって、それか6録音したテープを売ったり > 譲った 
り、函ったり、貨したりする場合、および営利惦の BGM 
など）のために使用ずる場合には、著作権法上、権利者の 
承諾があ要でず。 

• 使巧を件は場合によって異なりまずので、詳しい内容や申 
請その他の手続きについては「日本音楽き作権協会」 
( JASRAC ) の本部または最寄りの支部にお問い合わせく 
ださい。 


1. この商品には保証書を別途添付してありまず。 

保証書は「販売店 EP ' 保証期闇」をご植認の上、販売店か 
6お受け取りいただき、よくお読みの上、大切に保存して 
ください。 

2. 本体の保証期圍はお買い上げ日より1年圍でず。 
お買い上げ販売店又は弊社営業所で保証記載事項に基づき 
「無料修理」いたします。 

3. 保証期闇経過後の修理。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望に 
より有料修理致します。 

4. 当社はこの製品のネ甫修届性能部品を製造巧切後最低8年間 
保有していまず。 

5. 補修用部品の詳細' ご贈答' ごお居等 アフターサービスに 
ついての不明な点は,お買い上げ販売店または取あ説明書 
の裏面に記載の弊社営業所に違慮な< ごち談< ださい。 

日.修理を化頼される際には > お手数でずがもう一度" S 夕障と 
お考えになる前に"をご参照の上よ<お調べ<ださい。そ 
れでも直6ないときは、あず電源プラグをおいてか6、次 
の処置をしてください。 


ご連絡いただきたい内容 


1) 

お召 

スー パーオーァ。イオ CD プ レーヤー 

2) 

お番 

SA 8260 

3) 

お買い上げ日 

年月日 

4) 

故障の状況 

(できるだけ具体的じ） 

5) 

ご住所 


目） 

おを前 


7) 

電話番号 
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日本マランツお客様ご旧談センター 


干 113-0034 ま京都文京区湯島 3-16-11 

巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30- 12 : 0013 : 00- 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


〇修理に関しましては下記サービスセンター、又は別紙営業所一覽の各営業所で承っております。 

首都圏サービスセンター〒228-8505神奈川県相模原巿相模大野 7-35-1 巧 (042) 748-0762 

大阪サービスセンター 〒日 42-0081 大阪巧大阪巿中央区南船場 2-1-10 巧 （06) 6337-6699 

船場モンブランビル 5F 


日本マランツ株式会社 

本社 干 228-8505 神奈川県相模原市相模大野7-%-1 

国内営業部干 113-0034 東京都文京区湯島 3-1 日-11 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http :// www . nnarantz . co.jp 


Printed in Japan 


この取掘説明書は、再生祇を使用しています。 


03/2004 01 AK 851112 ecms-g 






